
令和３年度子どもの貧困対策連絡会議 報告 

 

１ 開催日時及び会場 

（１）日時 令和３年８月１９日（木） 午後１時３０分～午後３時３０分 

（２）会場 ながおか市民防災センター２階 研修室 
 

２ 出席者  

山川委員、八木委員、小海委員、高津委員、若槻委員、鷲尾委員 

長岡市社会福祉協議会、長岡市パーソナル・サポート・センター、フードバンクながおか 

新町みんな食堂、子どもみらい食堂 

小池アドバイザー 

子ども未来部長、生活支援課、福祉課、人権・男女共同参画課、学校教育課、学務課、 

保育課、子ども・子育て課 職員１４名 
 

３ 会議内容 

（１）子どもの貧困の現状 

（２）子どもナビゲーターの役割 

（３）支援団体の活動紹介 

   ・フードバンクながおか 

   ・長岡市パーソナル・サポート・センター 

（４）グループワーク 

（５）アドバイザーからのまとめ 
 

４ 議事（１）～（５）に関する結果及び意見等については下記のとおり 

（４）グループワークでの意見・質問等 

   ・各支援機関からの話を聞くことで、改めて様々な事業・取組みがあることを再認識したが、 

    学校現場の意見として、子どもの貧困を直接感じたときに全ての事業等を理解していない 

    ので、必要な支援につなげるためにまずはどこに相談するのかが課題である。 

・生活困窮世帯は、あまり教育に熱心ではなく、公的制度があっても関心が低い傾向がある 

ため、保護者の教育への重要性の理解促進が課題だと感じている。 

   ・本当に困っている人は、働くことで精一杯でだれかに相談することができない。 

   ・子どもの問題として、貧困だけでなく背景に発達や虐待なども絡んでいることが多く、支 

援者として、関係機関とつながる必要性を感じてはいるが、様々な支援機関の全てを把握 

できていないため、どこにつながればいいのかという支援者の課題もある。 

   ・多様性の問題として、文化の違いや育ってきた環境の違い、個人の基準や価値観の違いが 

    あるなかで、支援者として何を大事にして支援していくべきか、それを見極める支援者の 

スキルも必要と感じている。 

・子ども食堂では、新型コロナの影響でみんなで会食することができないため、子ども達と 

 触れ合う機会が少なくて問題が見えづらくなっている。 
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・保育・幼児教育の現場では、保育の無償化により、保育料等の滞納が減っていることで、 

貧困の問題などの家庭の様子が確認しづらくなっている。 

・保育園や幼稚園では、新型コロナ感染予防で保育士等がマスクをしているため、子どもに 

 大人の表情が伝わらないことで、子ども達の表情が乏しくなっているように感じる。 

・新型コロナの影響で保護者のメンタル不調が増え、就労できずに貧困につながってしまう 

 のではないかと心配の声がある。 

・就学前の保育は無償化だが、小学校入学から中学校・高校進学と子どもの成長に伴う経済 

的な負担のギャップが出てくることで、給食費や諸経費等の支払能力を超える滞納額とな 

ることが多くある。 

・高校進学で奨学金制度の相談を中学校にすることで、家計事情を知られてしまい、子ども 

 の進学に悪影響が出るのではと不安に思う親もいる。 

・市の福祉窓口では、ひとり親家庭や障害のある子どもの家庭への対応について、縦割りで 

 はなく公的サービスや各種手当、医療費助成制度などをワンストップで案内している。 

 また、その際に親の様子や子どもの様子を見て、職員が違和感を感じた場合などは相談先 

 や支援機関の案内も行っている。 
 

（５）アドバイザーからのまとめ 

  ・今回は初回ということで、自分達が日頃やっていることを「子どもの貧困」という切り口

から支援者同士がお互いに伝え合うことで、改めて自分達の子どもの貧困に対する取り組

みを再認識することと、お互いに分かり合う良い機会になったと思う。今後も継続して積

み重ねていくことが大事だと感じた。 

  ・「子どもの貧困」という切り口で、皆さん（支援者）が見えてきたキャッチした各家庭の問

題を、どうやって解決していくか、どこにどうつなげていくかが重要だと思う。 

  ・問題を抱えている家庭では、自分がダメだからと追い詰めてしまう親や、親としての責任

を果たせていないと思っている保護者が多いが、その保護者に対して、一緒に課題を解決

していくパートナーとして、私達（支援者）がいるんだと伝えながら寄り添った支援につ

ながていくことが難しいが重要なこと。 

  ・今日のような支援者がお互いに顔を合わせる機会が増えていくことで、つながりのなかで 

   それぞれの役割のなかで、一緒に子育て支援をやっていこうという「地域づくり」にもつ

ながっていく第一歩になると思う。 
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